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数量化１類 
 
従属変数（外的基準値という）が連続量で与えられていて、独立変数が質的データであ

る場合において、外的基準値を予測するのに最適な質的データの数量化を考える。i番目の

個体の外的基準値を )(iy で、アイテム jにおけるカテゴリ kの値を )( jkni で表す1。ここで、

)( jkni の値は次のように定める。 
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それぞれのアイテムから１つのカテゴリが選択されるものとする。個体の総数をm、アイ

テムの総数を n、アイテム jのカテゴリの数を jN とおく。 

 )( jkni は次式を満たす。 
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 いま、アイテム jにおけるカテゴリ k の値に適当な数値 )( jkx を割り当てて外的基準値

)(iy を次式で推定することを考える。 
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ここで、 cは適当な定数である。 
 （１）式による推定の誤差を次式で表す。 
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（２）式の値を最小にする cは次式 
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で与えられ、 )( jkx は次式を満たすものとして与えられる。 
bAx =                 （４） 

                                                  
1 ここでの記法は岩坪（1987）に従うものである。 
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ここで、 
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である。 
行列 

( )),( kjjka ′′=A  
およびベクトル 

( ))( jkb=b  
の要素は次式で与えられる。 
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 （４）式の解を、岩坪（1987）はムーア・ペンローズ逆行列 +A を用いて 
bAx +=  

で与え、議論を展開している。 
 
 （４）式の 1 つの解において、同じアイテム内のカテゴリについて定数を加えたものも
（４）式の解である（証明については付録を参照）。各アイテムごとの )( jkx の平均値が０

になるように定数を加える（標準化）。アイテム jにおける平均値は次式で与えられる。 
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上式の値を )( jkx から引いた値 
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は平均値が０になる。すなわち次式が成り立つ。、 
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 標準化された解 ( ))( jkx∗∗ =x による外的基準値 )(iy の推定値 )(ˆ iy は次式で与えられる。 
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これは、（３）式より以下のように導くことができる。 
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付 録 
 

( ))( jkx=x が（４）式の解であるとき、アイテム j′のカテゴリ k ′に jc ′を加えたものを 

( ))(11 jkx=x  
とおく。 
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である。このとき 
dxx +=1  

とおけば、 
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のカテゴリ項目j
jj ccd  

となっている。よって 
AdAxAx +=1  

となる。Adの )( jk 行目の値は次式で与えられる。 
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ここで、 
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すなわち、 

0Ad =  
となる。よって、 

bAxAx ==1  
の成り立つことが分る。 
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